
ＰＨＲサービスモデル等の構築 （事業期間：H28～30）

● 近年、クラウドやモバイル（スマートフォン）の普及とあいまって、個人の医療・介護・健康データであるPHR
（Personal Health Record）を本人の同意の下で様々なサービスに活用することが可能になってきている。

● 平成28年度から、①妊娠・出産・子育て支援、②疾病・介護予防、③生活習慣病重症化予防、④医療・介護
連携にかかる新たなサービスモデルの開発及びサービス横断的にデータを管理・活用できる連携基盤（プラット
フォーム）の開発を実施中。
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PHRサービスモデルの開発
テーマ サービスモデル概要【フィールド（チーム）】

① 妊娠・出産・
子育て支援PHR
モデル

○ 自治体保有の乳幼児検診、予防接種に関するデータ、産科医院の妊婦健診
に関するデータ、お薬手帳のデータ、妊婦本人のバイタルデータ等をPHRと
して収集し、関係者で共有、活用することで、母子への効果的な健康支援、
迅速な救急医療の実現、データ二次利用による疾病予防研究への活用を実現。

【前橋市（前橋工科大学、TOPIC）】

② 疾病・介護予
防PHRモデル

○ 自治体保有の介護保険に関するデータと健康診断データ、個人のバイタル
データ等のPHRをもとに個人の介護リスクスコアを評価し、個人・地域の状
況に応じた適切な介護予防サービスを実現

【神戸市（千葉大学、NTT東日本）】

③ 生活習慣病重
症化予防PHRモ
デル

○ 病院・診療所や検査センターから取得する診察・検査データ、薬局から取
得する調剤データ、保険者から取得する健診データや、本人が着用するウェ
アラブル端末等から取得するバイタルデータ等のPHRを、疾病管理事業者に
よる人的サービスと組み合わせて糖尿病の重症化予防を実現。

【西宮市、多久市（医療情報システム開発センター）】

④ 医療・介護連
携PHRモデル

○ 日本医師会の推進する「かかりつけ連携手帳」を電子化し、医療機関、訪
問看護・介護施設の情報、個人の血圧・体温等のデータをPHRとして本人の
スマホに保存し転居先や避難先で提示・活用し、診療や介護サービスの適切
な提供を実現。
○ 蓄積したデータを本人の承諾のもとヘルスケアサービスや臨床研究に提供
する方法についても検討。

【大月市（山梨大学、日本医師会ORCA管理機構）】
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認証方式に基づき、救急車
に搭載された専用タブレット
でPHRを閲覧

救急車

○ 自治体保有の乳幼児健診、予防接種に関するデータ、産科医院の妊婦健診に関するデータ、お薬手帳のデータ、妊婦本人のバイタルデータ等をPHRとし
て収集し、関係者で共有・活用することで、母子への効果的な健康支援、迅速な救急医療の実現、データ二次利用による疾病予防研究への活用を実現。
○ 四者協（日本小児科学会、日本小児保健協会、日本小児科医会、日本小児期外科系関連学会協議会）と協力しPHRに最低限必要なデータ
項目（ミニマムデータセット）についても検討。
○ 平成30年度は構築したシステム・アプリを利用し、実際の病院、妊産婦等の協力を得てフィールド実証を実施。
※ 本ＰＨＲモデル研究の成果について、厚生労働省の乳幼児期・学童期の健康情報の活用に関する検討へのインプットを予定。
※ 他の市町村において本ＰＨＲモデルを導入する場合には、「地域IoT実装推進事業（補助事業）」により支援を予定。

子どもの成育状況に応じた情報を提供
（育児ストレスの軽減等を実現）

本人同意のもと
データを収集・活用

妊婦健診データ

乳幼児健診データ
予防接種データ

産科医院

薬局

ウェアラブル
デバイス

健診・予防接種データ等の閲覧

バイタルデータ
生活・運動データ

個別データ
共有

これまでの妊婦健診や調剤データを活用し、
迅速かつ効果的な救急搬送・応急措置を実現

研究機関

出生体重ごとの成長曲線、
産後うつリスク等の分析

助産師、保育士、保健師等
がPHRデータ等を共有し母
子支援等に活用（検討中）

個別データの共有

特定データ項目
（身長、体重、産後
問診情報等）

の共有

※既存の電子お薬手帳と
認証連携してデータ共有

母子の状況に
応じた支援を提供

子どもの成長記録を入力

母子手帳アプリ

マイナンバーカード

※前橋消防署、前橋赤十字病院等の協力を得て、
100名程度をモニターとして実証を実施。

※母子への情報提供は市内産科
医療機関を受診する妊婦等
200名をモニターとして実施。

「妊娠・出産・子育て支援PHRモデル」（前橋市）の概要

※学校検診データの活用に
ついても調整中。
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自治体
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「疾病・介護予防PHRモデル」（神戸市ほか）の概要
○ 通いの場（公民館等）に設置したタブレットで「介護予防手帳アプリ」を通じて、体操したり歌ったりといった健康づくりのための活動の効果
等を生活の活発度や社会参加度等として絵などを用いて個人に分かりやすい形で示し、健康づくり活動への継続的な参加を促進。

○ サービス事業者や自治体は、これらのPHRデータの活用により、個人や地域の状況に合わせた効果的な介護予防サービスや施策を実施。

○ 研究機関は、自治体が保有する介護保険に関するデータ（介護認定情報等）や、健診データ、レセプトデータ等と個人の簡易問診結果等
のPHRデータから個人の要介護・認知症リスクを分析・評価し、その評価を個人やサービス事業者、自治体の取組に反映。

○ 29年度は構築したシステム・アプリを利用した実証を神戸市と千葉県長柄町で実施。平成30年度以降に向け、他地域への展開を検討中。

健診データ
通いの場

介護予防手帳アプリ

サービス事業者

本人同意のもと
管理・活用

活動量計
血圧計

自治体

活動量等に基づく生活の活発度等を
ビジュアル表示し、通いの場の活動
への参加率・継続率を向上

※神戸市約500名、長柄町約80名の住民
モニターの参加のもとPHRアプリを利用
した実証を実施。

バイタルデータ（歩数、血圧等）、簡易問診結果等

個別化サービスの企画

地域ごとに最適な
介護予防施策の検討

個人の状況に合わせた介護予防
サービスの提供
（血圧モニタリングや個別介護予防プログラムの
提案等）

地域リスクに合わせた介護予防プログラム
の立案、実施（体操教室、セミナー等）

研究機関

個人・地域ごとの
要介護リスクを
分析・評価

簡易問診結果
活動参加ログ

活動参加ログ
簡易問診結果

バイタルデータ
（歩数、血圧等）
活動参加ログ

バイタルデータ
（歩数、血圧等）
健診データ
簡易問診結果
要介護リスク

個人の要介護リスク評価

※1 自治体によっては活用するデータ項目・共有先が一部の場合がある。

※2 統計化されたものを研究機関へ提供。

地域ごとの要介護リスク分析結果・助言

※2
・介護認定情報

・介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

・健診データ
・レセプトデータ 等

※1



「生活習慣病重症予防化ＰＨＲモデル」（西宮市、郡山市、多久市、那珂川町）の概要
○病院・診療所や検査センターから取得する診察・検査データ、薬局から取得する調剤データ、保険者から取得する健
診データや、自己測定の血圧や血糖など本人がスマートフォンで入力したバイタルデータ等の被保険者のPHRデータ
を保険者や疾病管理事業者が利用して糖尿病の重症化予防を実現。

○６臨床学会※により検討され承認を得た「生活習慣病自己管理項目セット」及び「ＰＨＲ推奨設定」（正常範囲値や
リスク階層別の閾値、閾値に応じたアラートを設定）の各項目の閾値を超えると本人のスマートフォンのPHRアプリ
に介入アラートが通知される。アラートが通知された場合、本人の許可の下でPHRを参照した保険者や疾病管理事業
者から受診勧奨など適切な指導を患者に実施する。
例）家庭血圧（収縮期）165以上（糖尿病発症者）→受診勧奨

※日本糖尿病学会・日本高血圧学会・日本動脈硬化学会・日本腎臓学会・日本臨床検査学会・日本医療情報学会

ウェアラブルデバイス
（将来的に実装）

保険者・
疾病管理事業者

病院

診療所

薬局

検査センター

特定健診データ

診察･検査データ

調剤データ

平成３０年
西宮市参加同意者：５２人
多久市参同意者：１００人
郡山参加同意者：５７人

那珂川町参加同意者：２４人
協力自治体保険者数：５

アラートが出た場合、本人許可の
下で保険者・疾病管理事業者が参
照を行い、適切な保健指導（聞き
取り）および受診勧奨

本人

：データの流れ
：サービスの提供

保険者

「疾患自己管理項目セット」
に設定された閾値を超えた
場合に通知
（介入アラート）

自身の診察・検査データや調剤データ、
バイタルデータ等を閲覧し、健康管理に活用

・本人の日々の
バイタルデータ

↑スマートフォンPHRアプリ（デ
ジタル生活習慣病手帳アプリ）

本人の同意を受け
検査データ、調剤
データ、日々の測定
データ等を参照

・体重の入力

生活習慣病
自己管理項目セット

家庭血圧（収縮期）

家庭血圧（拡張期）

家庭体重

ＬＤＬコレステロール

…

スマートフォン
（PHRアプリ）

本人



【災害時】

【平時】

「医療・介護連携PHRモデル」 （大月市） の概要

訪問看護・
介護システム

本人

かかりつけ医療機関等
転居先の医療機関等

本人（家族）がデータを
管理・活用

病院

訪問看護、訪問介護

二次利用（研究機関等）

電子カルテ

データの
保管・バックアップ

医科レセプト
コンピュータ

診療所

クラウド
（ORCA等）

避難所、
避難先近くの医療機関等

○ 日本医師会の推進する「かかりつけ連携手帳」を電子化し、医療機関、訪問看護・介
護施設の情報、個人の血圧・体温等のデータをPHRとして本人のスマホに保存、転居先
や避難先で提示・活用し、医療・介護サービスの適切な提供や迅速な災害対応を実現。

QRコード等で各機関のデータを

スマートフォンに読み込み（直接
ネットワークに接続しない）

病名、処方、
検査実施データ

薬局

調剤レセプト
コンピュータ

かかりつけ
連携手帳アプリ

家族

病名、処方、
アレルギー

検査結果データ

調剤データ

訪問看護・
介護記録データ

歯科 訪問看護・介護

病院・診療所 薬局

避難所 病院・診療所

アプリを提示し、
スマートフォンに
保存された診療
等のデータを

活用

＜データ保有施設＞ ＜データ活用先＞


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

